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日
中
戦
争
は
中
国
と
の
不
幸
な
歴
史
で
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の

後
の
米
英
と
の
戦
争
の
導
火
線
に
な
っ
た
と
い
う
意
味
で
も
、
日
本
人

に
と
っ
て
軽
視
で
き
な
い
戦
争
で
あ
る
。
し
ぶ
と
く
抗
戦
を
続
け
る
蔣

介
石
を
陰
に
陽
に
支
援
す
る
米
英
に
対
し
、
当
時
の
日
本
人
は
不
信
感

を
募
ら
せ
た
。

　

一
方
で
、
ソ
連
が
日
中
戦
争
に
ど
う
関
与
し
て
い
る
の
か
も
、
当
時

か
ら
現
在
ま
で
、
日
本
で
は
強
い
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
来
た
。
最
近
も
、

盧
溝
橋
事
件
の
責
任
を
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
や
中
国
共
産
党
に
押
し
つ
け
る

本
が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
て
い
る
。
日
本
と
蔣
介
石
を
争
わ
せ
て
漁

夫
の
利
を
得
た
の
は
ス
タ
ー
リ
ン
と
毛
沢
東
で
あ
る
、
と
い
う
の
も
、

陰
謀
論
者
な
ら
ず
と
も
日
本
で
は
根
強
い
見
方
で
あ
る
。

　

ど
の
よ
う
な
歴
史
観
を
持
ち
、
そ
れ
を
世
に
問
う
の
も
自
由
だ
。
し

か
し
、
仮
に
も
歴
史
学
で
論
文
を
書
き
、
学
生
に
も
教
え
る
の
な
ら

ソ
連
は
日
中
戦
争
に
い
か
に
関
与
し
た
の
か
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ば
、
確
か
な
史
料
に
依
拠
す
る
責
務
が
あ
る
。
そ
の
点
、『
日
中
戦
争

と
中
ソ
関
係
―
―
一
九
三
七
年
ソ
連
外
交
文
書　

邦
訳
・
解
題
・
解
説
』

（
以
下
で
は
本
書
と
略
記
）
は
、
う
っ
て
つ
け
の
史
料
集
だ
。
長
ら
く
こ

の
分
野
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
の
は
、
香
島
明
雄
『
中
ソ
外
交
史
研
究　

一
九
三
七
～
一
九
四
六
』（
世
界
思
想
社
、
一
九
九
〇
年
）
で
あ
っ
た
が
、

本
書
に
よ
り
、
研
究
の
裾
野
が
広
が
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
ま
ず
は

訳
者
と
編
者
た
ち
に
、
衷
心
よ
り
敬
意
を
捧
げ
る
。

　

本
書
は
、
ロ
シ
ア
で
二
〇
〇
〇
年
と
二
〇
一
〇
年
に
刊
行
さ
れ
た
史

料
集
『
露
中
関
係
』
の
う
ち
、日
中
戦
争
の
勃
発
前
後
の
史
料
を
選
び
、

訳
出
し
た
も
の
だ（

１
）。中
ソ
関
係
を
専
門
と
す
る
研
究
者
二
名
が
訳
出
し
、

中
国
の
外
交
史
や
、
蔣
介
石
を
専
門
と
す
る
中
国
史
研
究
者
た
ち
が
解

題
を
付
す
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
読
者
に
は
、
ま
ず
懇
切
丁
寧

な
解
題
と
解
説
か
ら
読
み
、
冒
頭
の
史
料
に
戻
る
こ
と
を
勧
め
た
い
。
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日
中
両
国
の
視
点
ば
か
り
で
語
ら
れ
が
ち
な
こ
の
戦
争
が
、
い
か
に
ソ

連
に
と
っ
て
重
大
な
関
心
事
で
あ
っ
た
か
、
読
み
進
め
て
ゆ
く
う
ち
に

了
解
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
同
時
に
、
中
国
が
ソ
連
と
い
う
国
を
い
か
に
重

視
し
て
い
た
か
も
分
か
る
は
ず
で
あ
る
。

　

解
題
と
解
説
は
四
名
の
手
に
な
る
。
平
野
達
志
の
「
解
題
」
は
、
本

書
の
底
本
と
な
っ
た
ロ
シ
ア
語
史
料
集
の
書
誌
に
つ
い
て
詳
し
く
述
べ

た
上
で
、
本
書
に
所
収
の
史
料
か
ら
、
日
中
戦
争
勃
発
前
後
の
ソ
連
の

対
応
を
詳
し
く
説
明
し
て
い
る
。「
外
務
人
民
委
員
部
」、「
全
権
代
表
」

な
ど
、
ソ
連
の
外
交
文
書
を
読
み
解
く
の
に
欠
か
せ
な
い
特
殊
な
用
語

や
、
ソ
連
の
政
治
制
度
が
分
か
り
や
す
く
解
説
さ
れ
て
い
る
。
大
粛
清

な
ど
、
当
時
の
ソ
連
の
国
内
情
勢
に
目
を
配
っ
て
い
る
の
も
評
価
し
た

い
。

　

次
に
、
日
中
戦
争
前
を
家
近
亮
子
、
勃
発
後
を
岩
谷
將
が
分
担
し
、

中
国
史
研
究
者
が
ソ
連
側
外
交
文
書
を
解
読
す
る
。家
近
の「
一
九
三
七

年
前
半
に
お
け
る
ソ
連
の
対
中
、
対
日
認
識
」
は
、
戦
争
が
勃
発
す
る

前
の
中
ソ
関
係
、
特
に
西
安
事
件
を
考
え
る
上
で
示
唆
的
で
あ
る
。
岩

谷
「
一
九
三
七
年
後
半
に
お
け
る
中
国
の
対
日
方
針
と
ソ
連
」
は
、
戦

争
勃
発
後
の
蔣
介
石
の
方
針
決
定
に
、
ソ
連
の
動
向
が
い
か
に
作
用
し

た
か
を
論
じ
る
。
中
国
側
に
不
利
な
戦
況
と
な
っ
た
こ
と
で
、
蔣
介
石

が
や
む
な
く
ソ
連
と
の
外
交
に
傾
斜
し
て
い
っ
た
こ
と
が
理
解
で
き

る
。

　

川
島
真
の「『
蔣
介
石
日
記
』か
ら
見
た
一
九
三
七
年
ソ
連
外
交
文
書
」

は
、
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
フ
ー
ヴ
ァ
ー
研
究
所
所
蔵
の
「
蔣
介
石
日

記
」
を
引
用
し
な
が
ら
、
彼
の
対
ソ
観
の
変
遷
を
追
う
。
家
近
、
岩
谷

の
解
説
で
も
、
未
刊
行
の
蔣
介
石
日
記
が
活
用
さ
れ
て
お
り
、
蔣
介
石

の
心
情
の
変
化
や
動
向
が
つ
か
み
や
す
い
。
以
上
の
よ
う
に
充
実
し
た

解
説
は
、
本
書
の
も
う
一
つ
の
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
だ
。

　

肝
心
の
本
文
も
原
注
が
訳
出
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
日
本
の
読

者
の
た
め
に
付
け
ら
れ
て
い
る
訳
注
も
理
解
を
助
け
る
。
訳
文
も
こ
な

れ
て
お
り
、
日
本
語
と
し
て
違
和
感
を
覚
え
な
か
っ
た
。
そ
の
中
身
は

と
言
う
と
、
西
安
事
件
直
後
の
一
九
三
七
年
初
め
か
ら
、
ス
タ
ー
リ
ン

が
対
日
参
戦
を
拒
否
し
た
一
九
三
七
年
一
二
月
ま
で
の
、
ロ
シ
ア
側
の

外
交
文
書
が
訳
出
さ
れ
て
い
る
。
在
外
公
館
か
ら
モ
ス
ク
ワ
へ
の
報
告

と
、
モ
ス
ク
ワ
の
外
交
官
か
ら
出
先
へ
の
指
示
が
多
い
。

　

も
っ
と
も
、
編
者
た
ち
も
認
識
す
る
よ
う
に
、
ソ
連
は
党
が
指
導
し

た
国
家
で
あ
り
、党
指
導
者
の
ス
タ
ー
リ
ン
の
意
向
で
外
交
が
動
い
た
。

し
か
し
彼
の
考
え
を
う
か
が
わ
せ
る
史
料
は
ほ
と
ん
ど
収
録
さ
れ
て
お

ら
ず
、
解
説
も
蔣
介
石
が
中
心
で
あ
る
。
率
直
に
言
う
と
、
本
書
を
読

む
だ
け
で
は
、
外
交
官
た
ち
の
上
に
君
臨
し
て
い
た
ス
タ
ー
リ
ン
が
何

を
考
え
て
い
た
の
か
分
か
ら
な
い
。

　

た
だ
し
、
党
政
治
局
の
決
定
な
ど
、
党
中
枢
の
考
え
を
う
か
が
わ
せ

る
史
料
も
、
本
書
に
は
い
く
つ
か
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
評
者
が
関
心
を
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抱
い
た
の
は
、
文
書
一
二
一
（
一
九
六
～
二
〇
六
頁
）
の
、
ス
タ
ー
リ
ン

と
中
国
代
表
団
の
会
談
録
で
あ
る
。
一
九
三
七
年
一
一
月
一
八
日
に
行

わ
れ
た
こ
の
会
談
で
、
上
海
を
失
陥
し
て
い
た
中
国
側
は
、
ソ
連
の
参

戦
と
軍
需
物
資
、
と
り
わ
け
飛
行
機
の
供
与
を
懇
願
し
た
。
こ
れ
に
対

し
、
ス
タ
ー
リ
ン
は
参
戦
の
要
求
に
は
含
み
を
持
た
せ
つ
つ
、
中
国
側

を
激
励
し
て
い
る
。
ス
タ
ー
リ
ン
の
辛
口
な
人
物
評
と
、
彼
一
流
の
社

交
辞
令
も
楽
し
め
る
文
書
で
あ
る
。
ス
タ
ー
リ
ン
の
日
記
は
見
つ
か
っ

て
お
ら
ず
、
外
交
官
た
ち
に
直
接
与
え
た
指
示
も
少
な
い
こ
と
か
ら
、

ソ
連
の
最
高
指
導
者
の
考
え
を
知
る
上
で
は
、
こ
れ
も
ま
た
軽
視
で
き

な
い
文
書
で
あ
る
。
ほ
ぼ
休
み
な
く
日
記
を
書
き
続
け
、
手
紙
魔
で
も

あ
っ
た
蔣
介
石
と
は
対
照
的
だ
。

　

以
上
の
よ
う
に
充
実
し
た
内
容
を
踏
ま
え
つ
つ
、
以
下
で
は
評
者
の

異
見
を
付
す
。

　

ま
ず
、
本
書
の
書
名
で
あ
る
。
日
中
戦
争
は
一
九
三
七
年
か
ら
一
九

四
五
年
ま
で
続
い
た
、
八
年
間
に
及
ぶ
戦
争
で
あ
る
。
最
近
の
中
国
で

は
、
一
九
三
一
年
の
満
洲
事
変
を
起
点
と
す
る
、
ひ
と
く
く
り
の
戦
争

と
教
え
て
い
る
。
そ
う
し
た
歴
史
認
識
の
差
異
は
置
く
と
し
て
も
、
本

書
が
一
九
三
七
年
の
ソ
連
側
の
史
料
を
訳
出
し
た
の
み
で
、『
日
中
戦
争

と
中
ソ
関
係
』
と
い
う
書
名
を
掲
げ
た
の
は
、「
誇
大
広
告
」
の
感
が

拭
え
な
い
。
副
題
に
あ
る
「
一
九
三
七
年
ソ
連
外
交
文
書
」
の
方
が
、

内
容
に
よ
り
忠
実
で
あ
る
。
た
だ
、
同
じ
タ
イ
ト
ル
で
、
今
後
も
一
九

三
七
年
以
降
の
文
書
を
訳
出
し
て
ゆ
く
の
な
ら
ば
、
評
者
は
異
を
唱
え

る
者
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
そ
れ
を
強
く
希
望
す
る
。

　

次
に
、
本
書
の
意
義
に
つ
い
て
で
あ
る
。
解
題
で
編
者
は
、
本
書
の

底
本
の
ロ
シ
ア
語
史
料
集
が
「
対
日
戦
争
期
の
中
国
と
の
関
係
を
め
ぐ

る
ソ
連
側
文
書
に
特
化
し
て
編
集
さ
れ
た
ロ
シ
ア
語
圏
で
初
め
て
の
資

料
集
で
」
あ
る
と
位
置
づ
け
て
い
る
（
二
四
六
頁
）。
こ
の
点
は
そ
の

通
り
で
、
だ
か
ら
こ
そ
本
書
の
ロ
シ
ア
語
底
本
は
、
中
ソ
関
係
の
研
究

者
の
必
読
書
と
な
っ
て
き
た
。

　

し
か
し
、
本
書
で
は
も
う
一
つ
の
重
要
な
ロ
シ
ア
語
史
料
集
が
活

用
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
、『
抗
日
戦
争
期
の
全
連
邦
共
産
党
（
ボ

リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
）、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
と
中
国
共
産
党　

一
九
三
七
年
～

一
九
四
三
年
五
月
』（
二
〇
〇
七
年
）
で
あ
る（
２
）。
こ
ち
ら
は
書
名
の
通
り
、

日
中
戦
争
下
の
モ
ス
ク
ワ
と
延
安
の
通
信
や
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
内
で
の

中
国
情
勢
に
つ
い
て
の
討
議
史
料
が
主
で
あ
る
。
本
書
で
も
言
及
は
さ

れ
て
い
る
が
、
訳
出
は
さ
れ
て
い
な
い
。

　

日
中
戦
争
の
間
、
国
際
社
会
か
ら
認
め
ら
れ
た
正
式
な
政
府
は
、
中

華
民
国
国
民
政
府
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
政
府
間
の
外
交
文
書
を
訳

出
し
た
本
書
の
意
義
も
大
き
い
わ
け
だ
が
、
ソ
連
は
一
九
二
〇
年
代
か

ら
、
北
京
政
府
、
国
民
党
、
中
国
共
産
党
、
そ
の
他
の
地
方
政
権
と
も

同
時
並
行
で
外
交
を
行
っ
て
い
た
（
中
国
共
産
党
に
対
し
て
は
、ほ
ぼ
「
命

令
」
で
あ
っ
た
が
）。
一
九
三
〇
年
代
も
例
外
で
は
な
く
、
ソ
連
は
国
民
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政
府
の
他
に
も
、対
中
外
交
の
複
数
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
確
保
し
て
い
た
。

　

そ
う
し
た
点
を
踏
ま
え
る
と
、
日
中
戦
争
期
の
ソ
連
の
対
中
政
策
の

全
体
像
を
知
る
に
は
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
や
中
国
共
産
党
の
史
料
も
参
照

さ
れ
る
べ
き
だ
。
モ
ス
ク
ワ
の
も
う
一
つ
の
顔
で
あ
る
、
コ
ミ
ン
テ
ル

ン
か
ら
中
国
共
産
党
へ
の
指
示
も
収
録
さ
れ
て
い
れ
ば
、
ソ
連
の
対
中

外
交
の
複
雑
さ
を
日
本
の
読
者
に
伝
え
ら
れ
た
に
違
い
な
い
。
も
っ
と

も
、
政
府
間
の
外
交
文
書
に
限
定
す
る
の
も
一
つ
の
見
識
だ
ろ
う
。
そ

の
た
め
、
こ
の
点
は
本
書
の
価
値
を
損
な
う
も
の
で
は
な
い
。

　

た
だ
、
ロ
シ
ア
語
底
本
へ
の
高
い
評
価
と
は
裏
腹
に
あ
る
、
無
警
戒

ぶ
り
は
気
に
な
っ
た
。
本
書
が
、
ソ
連
の
対
中
政
策
の
中
で
も
最
重
要

文
書
を
集
め
て
い
る
と
考
え
る
な
ら
、初う

ぶ心
で
あ
る
。
ソ
連
時
代
か
ら
、

ロ
シ
ア
で
刊
行
さ
れ
る
史
料
集
に
は
、
自
国
に
都
合
の
悪
い
史
料
や
、

対
外
関
係
の
悪
化
を
招
き
か
ね
な
い
史
料
が
掲
載
さ
れ
る
こ
と
は
滅
多

に
な
い
。
ソ
連
崩
壊
後
、
そ
う
し
た
傾
向
は
弱
ま
っ
た
と
は
い
え
、
本

書
の
底
本
も
、
ロ
シ
ア
人
編
者
に
特
有
の
バ
イ
ア
ス
が
か
か
っ
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
、
注
意
が
喚
起
さ
れ
て
も
良
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

な
お
、
本
書
の
ロ
シ
ア
語
底
本
が
刊
行
さ
れ
て
か
ら
、
す
で
に
一
九

年
の
歳
月
が
流
れ
た
。
読
者
に
は
、
研
究
の
最
前
線
は
さ
ら
に
先
へ
進

ん
で
い
る
こ
と
も
留
意
し
て
も
ら
い
た
い
。
例
え
ば
、
二
〇
一
三
年
に

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
開
さ
れ
た
、
ス
タ
ー
リ
ン
の
個
人
文
書
も
そ
の

一
つ
だ（

３
）。
現
在
は
ロ
シ
ア
と
ベ
ラ
ル
ー
シ
国
内
の
ネ
ッ
ト
上
か
ら
閲
覧

可
能
で
、イ
ェ
ー
ル
大
学
も
「
ス
タ
ー
リ
ン
・
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
」

と
し
て
販
売
し
て
い
る（

４
）。
ま
た
日
中
戦
争
下
の
政
治
局
の
決
定
の
ほ
と

ん
ど
も
、
モ
ス
ク
ワ
の
ロ
シ
ア
国
立
社
会
政
治
史
文
書
館
（РГА

С
П

И

）

で
閲
覧
可
能
だ
。
本
書
に
収
録
さ
れ
て
い
な
い
政
治
局
の
決
定
も
掘
り

下
げ
れ
ば
、
ソ
連
の
対
中
政
策
の
さ
ら
な
る
深
淵
に
迫
る
こ
と
も
で
き
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る
だ
ろ
う
。

　

そ
れ
で
も
や
は
り
、
本
書
に
よ
っ
て
、
ソ
連
の
外
交
文
書
が
手
軽
に

日
本
語
で
読
め
る
よ
う
に
な
っ
た
意
義
は
大
き
い
。

　

現
在
は
、
中
露
の
政
治
的
接
近
を
背
景
に
、
両
国
の
友
好
関
係
が
長

ら
く
続
い
て
き
た
と
主
張
す
る
研
究
が
、
ロ
シ
ア
で
も
中
国
で
も
大
手

を
振
っ
て
い
る
。
日
中
戦
争
に
つ
い
て
も
例
外
で
は
な
い
。
特
に
、
大

戦
終
結
か
ら
七
〇
周
年
に
あ
た
る
二
〇
一
五
年
に
は
、
そ
う
し
た
本
が

両
国
で
量
産
さ
れ
た
。
し
か
し
、
ソ
連
が
中
国
を
支
援
す
る
ま
で
紆
余

曲
折
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
本
書
を
手
に
取
っ
た
読
者
は
す
ぐ
に
分
か
る

は
ず
だ
。
本
書
を
参
考
に
す
る
こ
と
で
、
日
本
の
研
究
者
は
、「
中
露

友
好
史
観
」
に
惑
わ
さ
れ
ず
、
別
の
見
方
を
示
す
こ
と
も
で
き
る
。
本

書
を
手
掛
か
り
に
、
さ
ら
な
る
未
知
の
史
料
を
探
求
し
て
、
日
中
戦
争

の
研
究
に
新
し
い
息
吹
を
も
た
ら
す
人
々
が
増
え
る
こ
と
を
願
う
。

【
注
】

（
１
）	

底
本
は
①
で
、
②
等
で
も
補
っ
て
い
る
。
①Русско-китайские 

отнош
ения в X

X
 веке. Т. 4: С

оветско-китайские отнош
ения: 

1937-1945 гг. К
н. 1: 1937-1944 гг. М

., 2000.　

②Русско-китайские 

отнош
ения в Х

Х
 в. Т. III: С

оветско-китайские отнош
ения 

(сентябрь 1931 - сентябрь 1937 гг.). М
., 2010. 

（
２
）	 В

К
П

(б), К
ом

интерн и К
итай: Д

окум
енты

. Т. 5. В
К

П
(б), 

Коминтерн и К
П

К
 в период антияпонской войны

. 1937 - май 

1943. М
., 2007.

（
３
） «Д

окументы
 С

оветской Эпохи» http://sovdoc.rusarchives.ru/#m
ain	

［
二
〇
一
九
年
二
月
一
七
日
参
照
］

（
４
）	   «The Stalin D

igital A
rchive» https://w

w
w

.stalindigitalarchive.com
/

frontend/node/1

［
二
〇
一
九
年
二
月
一
七
日
参
照
］

（
あ
さ
だ
・
ま
さ
ふ
み　

岩
手
大
学
）

https://www.stalindigitalarchive.com/frontend/node/1
https://www.stalindigitalarchive.com/frontend/node/1



